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　７月７日、新郷保育所では七夕会を行いました。 
　子供たちは、この日のために練習していた『たな 
ばた』をみんなで歌ったり、鈴やタンバリン、トラ 
イアングルを使って上手に演奏しました。 

ささのはさ～らさら～♪ 

●ボランティア活動サポートセンター設立………Ｐ2～3 

●本年度も国保税を減税……………………………Ｐ4～7 

●商業団地の中核を担う複合施設の整備始まる…Ｐ8 

●若者の就業と定住化のために……………………Ｐ9
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                 事
務
局
は
 

　
事
務
局
は
西
平
の
「
老
人
憩
の
家
」
に
な
り
 

ま
す
。
 

                 サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
 

 
・
町
内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
全
般
 

 
 
に
つ
い
て
の
支
援
や
相
談
 

 
・
各
種
団
体
と
の
連
絡
調
整
 

 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
安
全
対
策
 

 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
総
合
的
な
派
遣
調
整
 

な
ど
で
す
。
 

 
様
々
な
活
動
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
や
支
 

援
を
充
実
さ
せ
、
町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
町
独
 

自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
 

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
 

 
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
賛
同
す
る
団
 

体
等
の
代
表
者
及
び
個
人
と
な
り
ま
す
。
 

  

　
か
ね
て
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
西
会
津
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

は
、
７
月
　
日
に
町
公
民
館
で
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
組
織
は
、
『
人
と
町
　
共
に
伸
ば
そ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
み
な
さ
ん
の
豊
か
な
経
験
や
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
 

活
と
地
域
や
各
種
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
組
織
の
体
制
は
町
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
一
体
の
組
織
と
し
、
会
員
は
各
種
団
体
・
ボ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
代
表
者
及
び
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
者
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
 

　
　
『
人
と
町
　
共
に
伸
ば
そ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
 

業務を開始します ！！ 
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７
月
　
日
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
西
会
津

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設

立
記
念
講
演
会
「
西
会
津
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
す
す
め
」
と
題
し
、
福
島
大
学
行
政
社
会

学
部
助
教
授
で
あ
る
鈴
木
典
夫
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
講
演
で
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
築
い
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
 

活
動
を
し
て
い
る
人
々
と
周
辺
の
人
々
と
の
よ

り
良
い
関
係
が
自
然
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会

を
築
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
受
け
入
れ
る
側
の
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
重
視
し
た
西

会
津
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
期
待
し
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
概
念
に
と
ら
わ

れ
ず
、
み
な
さ
ん
一
緒
に
よ
り
良
い
西
会
津
型

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
創
り
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

        
④
学
校
教
育
 

 
⑤
公
共
施
設
の
環
境
整
備
・
美
化
 

 
⑥
そ
の
他
の
分
野
に
広
が
る
活
動
等
 

 町
が
特
に
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 

　
①
「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
施
策
」
に
つ
な
が
る
活
 

　
　
動
と
し
て
、
高
齢
者
が
参
加
し
や
す
く
、
生
き
 

　
　
が
い
と
な
る
よ
う
な
活
動
 

　
②
次
世
代
に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
子
供
た
ち
の
 

　
　
た
め
に
行
う
活
動
や
子
供
た
ち
と
一
緒
に
で
き
 

　
　
る
活
動
 

 　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
相
談
・
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
】
 

西
会
津
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
３
４
２
 

        　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
企
画
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
方
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。
 

 登
録
す
る
に
は
 

　
登
録
は
、事
前
に「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
込
書
」

へ
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
手
続
き

は
簡
単
で
す
）
。
 

　
ま
た
、
同
時
に
活
動
中
の
不
慮
の
事
故
に
対
応
す

る
た
め
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
保
険
に
も
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 活
動
の
仕
方
は
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
側
は
、
支
援
し
て

欲
し
い
こ
と
、
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
に
必
要
な
こ
と
を

基
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
計
画
）」
 

を
作
成
し
ま
す
。
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修
会
や
訓

練
等
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 主
な
活
動
分
野
 

 
①
社
会
福
祉
施
設
や
在
宅
高
齢
者
等
の
福
祉
サ
 

 
 
ー
ビ
ス
 

 
②
保
険
・
医
療
分
野
 

 
③
子
育
て
支
援
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西 会津町

　
ど
な
た
で
も
・
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
 

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

ボランティア活動とは 
　町では、「ボランティ 
アを受け入れる公共的な 
サービスを行う団体等の 
要望と、計画に沿った活 
動を原則として、町民が 
『自己実現・発見』『生 
きがい』を目的に無償で 
地域のために活動するこ 
と」と位置付けます。 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
 

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
講
演
 「西会津型ボランティア活動」について 

講演する鈴木助教授 

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
！
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〔図１〕 

一
人
あ
た
り
千
七
百
四
十
二
円
、一
世
帯
あ
た
り
四
千
四
百
九
十
四
円
を
減
税
 

  

  

                    国
民
健
康
保
険
と
は
 

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
と
は
、
 

加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
が
病
気
や
 

ケ
ガ
を
し
た
時
、
誰
も
が
経
済
的
な
 

負
担
を
少
な
く
し
、
安
心
し
て
医
療
 

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
 

制
度
で
す
。
 

　
普
段
ど
ん
な
に
丈
夫
で
も
、
病
気
 

や
ケ
ガ
は
、
い
つ
ど
ん
な
時
に
や
っ
 

て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
 

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
 

加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
が
保
険
税
 

を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
 

て
い
こ
う
と
い
う
「
相
互
扶
助
」
の
 

精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
 

                    必
要
税
額
の
決
め
方
 

 
国
保
会
計
は
、
町
の
一
般
会
計
と
 

は
別
に
独
立
し
た
特
別
会
計
で
運
営
 

さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
が
病
気
や
ケ
 

ガ
を
し
た
時
の
医
療
費
や
出
産
一
時
 

金
、
葬
祭
費
、
保
健
事
業
費
用
な
ど
 

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
 

 
国
保
税
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
額
 

は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費

か
ら
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
（
国

庫
負
担
金
）
、
病
院
な
ど
で
支
払
う

自
己
負
担
金
な
ど
を
差
し
引
い
た
額

と
な
り
ま
す
。
〔
図
一
〕
 

 
つ
ま
り
、保
険
税
額
の
増
減
に
は
、
 

医
療
費
の
動
向
が
密
接
に
関
係
し
て
 

                     い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
本
年
度
第
二
期
国
保
財
政
五
ヵ
年
計
画
に
基
づ
い
た
基
金
繰
入
 

金
の
三
千
万
円
に
加
え
、
平
成
十
四
年
度
の
繰
越
額
の
中
か
ら
二
千
万
円
を
 

国
民
健
康
保
険
税
の
減
税
財
源
に
充
当
し
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
 

こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
七
月
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
の
内
容
に
 

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
国
民
健
康
保
険
制
 

度
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

〜
本
年
度
も
国
保
税
を
減
税
し
ま
す
〜
 

一
人
あ
た
り
千
七
百
四
十
二
円
、

一
人
あ
た
り
千
七
百
四
十
二
円
、一
世
帯
あ
た
り
四
千
四
百
九
十
四
円
を
減
税

一
世
帯
あ
た
り
四
千
四
百
九
十
四
円
を
減
税
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歳　入 
〔西会津町の場合〕 〔通常の場合〕 

そ　の　他 

繰　越　金 
基　　　金 

歳　出 

そ　の　他 

歳　入 

そ　の　他 

国庫負担金 国庫負担金 

国保税必要額 国保税必要額 

5,000万円 
軽減 医

　
　
療
　
　
費
　
　
等
 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｆ 

Ｅ 

西 会 津 町 

１４１，７０６円 

１２６，６５１円 

１１７，５６２円 

１１４，２６１円 

１１２，６９８円 

１０８，９５３円 

１００，９７９円 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

西 会 津 町 

６２，１４６円 

６０，７１８円 

４９，７１７円 

４９，６７９円 

４８，６０８円 

４７，０４９円 

４３，９８１円 

40

50

60

70

80

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

一人あたり税額の推移 （千円） 

医療費　西会津町 
医療費　福島県 
医療費　全国 

〔表１〕 

〔図２〕 

〔表２〕 

〔表３〕 

    　
町
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
以
降
、

平
成
十
一
年
ま
で
の
間
、
国
保
税
の

二
度
の
減
税
や
税
率
の
据
え
置
き
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
度

か
ら
は
、
第
二
期
国
保
財
政
五
ヵ
年

計
画
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
費
支
払

準
備
基
金
（
基
金
）
か
ら
毎
年
三
千

万
円
を
国
保
税
の
減
税
財
源
と
し
、

負
担
の
軽
減
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
の
推
移
は
、〔
表
一
〕
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
年
々
被
保
険
者
一
人
 

    あ
た
り
の
負
担
額
は
確
実
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
 

　
本
年
度
は
さ
ら
に
平
成
十
四
年
度

の
繰
越
金
約
六
千
二
百
四
十
四
万
円

の
う
ち
の
二
千
万
円
を
加
え
た
合
計

五
千
万
円
を
減
税
財
源
に
充
て
る
こ

と
に
よ
り
、
一
人
あ
た
り
の
負
担
額

を
軽
減
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
平
成
十
四
年
度
の
繰
越
金
六
千
二

百
四
十
四
万
円
は
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

を
推
進
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
初
見
 

    込
ん
で
い
た
医
療
費
の
額
よ
り
も
少

な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
国
保
税
収
の

確
保
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
残
り
の
約
四
千
二
百
四
十

四
万
円
は
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
 

　
基
金
と
は
、
災
害
や
伝
染
病
な
ど

の
予
測
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
生

じ
た
時
に
増
加
す
る
医
療
費
に
充
て

る
た
め
の
積
立
金
で
す
。
 

　
平
成
十
四
年
度
末
現
在
、
基
金
の

保
有
額
は
約
三
億
三
千
七
十
五
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
基
金
は
、
そ
の
性
質
か
ら
緊
急
時

の
支
払
い
に
供
え
、
過
去
三
ヵ
年
に

か
か
っ
た
医
療
費
の
年
平
均
額
の
約

三
ヵ
月
分
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
年
度
の
最
低
保
有

基
金
額
は
約
一
億
五
千
七
百
五
十
四

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
基
金
は
、
国
保
を
健
全
に
運
営
し

て
い
く
上
で
、
非
常
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
税
負
担
を
軽
く
す
る

財
源
で
も
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
こ

の
基
金
に
基
づ
き
、
第
三
次
の
国
保

財
政
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
国
保
税
の
減
税
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
五
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
万
円
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
税
財
源
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
本
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
の
国
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
税
額
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
定
し
ま
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
結
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
果
、
一
人
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
り
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
額
は
四
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
三
千
九
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
八
十
一
 

円
、
一
世
帯
あ
た
り
で
は
十
万
九
百
 

七
十
九
円
と
な
り
、
平
成
十
四
年
度

と
比
較
し
て
、
一
人
あ
た
り
で
平
均

千
七
百
四
十
二
円
、
一
世
帯
平
均
で

は
四
千
四
百
九
十
四
円
の
軽
減
を
図

り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
を
喜
多
方
広
域
管
内

七
市
町
村
の
中
で
比
較
す
る
と
、
一

人
あ
た
り
の
税
額
、
一
世
帯
あ
た
り

の
税
額
と
も
次
表
の
と
お
り
一
番
低

い
水
準
に
な
り
ま
す
。
 

　
管
内
で
一
番
税
額
の
高
い
Ａ
と
比

較
す
る
と
、
一
人
あ
た
り
一
万
八
千

百
六
十
五
円
、
一
世
帯
あ
た
り
に
い

た
っ
て
は
四
万
七
百
二
十
七
円
も
の

少
な
い
税
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

五
千
万
円
を
国
民
健
康
保
険
税
の
減
税
財
源
に
 

喜多方広域管内で 

一番低い負担水準 
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健康増進を図る高齢者水泳教室 

総合検診を受ける町民 

    
全
国
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
 

か
ら
医
療
費
が
増
加
し
、
国
保
税
の
 

値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
市
町
村
 

が
増
え
て
い
ま
す
。
 

 医
療
費
が
増
え
る
主
な
理
由
 

 
①
医
療
機
関
を
利
用
す
る
高
齢
者
 

　
　
の
増
加
。
 

 
②
長
期
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性
 

　
　
疾
患
患
者
の
増
加
。
 

 
③
医
療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
り
、
 

   　
　
診
療
に
か
か
る
費
用
が
増
加
。
 

　
④
か
か
り
つ
け
医
が
な
く
、
何
ヵ
 

　
　
所
も
病
院
を
変
更
。
 

　
本
町
で
も
こ
の
条
件
に
該
当
す
る
 

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
国
保
財
政
を
 

健
全
に
保
つ
と
と
も
に
、
国
保
税
を
 

低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 　
で
は
、
な
ぜ
国
保
加
入
者
一
人
あ

た
り
の
医
療
費
が
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 
そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
成
果
が
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
成
果
 

 
町
で
は
、
平
成
五
年
に
「
健
康
の
 

町
宣
言
」
を
し
て
以
来
、
松
崎
俊
久
 

先
生
の
指
導
の
下
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
 

を
推
進
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
よ
 

り
予
防
医
療
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

 
 
 

　
【
検
診
を
受
け
や
す
い
環
境
の
整

　
備
】
 

 
 
町
の
最
多
疾
病
で
あ
る
脳
卒
中
 

　
や
悪
性
新
生
物
（
特
に
胃
が
ん
）
 

　
な
ど
を
早
期
に
発
見
し
、
早
期
治
 

　
療
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
 

　
検
診
の
受
診
料
を
無
料
に
し
た
り
、
 

　
土
・
日
に
検
診
を
実
施
す
る
な
ど
、
 

　
検
診
を
受
け
易
く
な
る
環
境
を
整

　
備
し
ま
し
た
。
 

 　
【
在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

　
入
】
 

 
 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
 

　
線
を
通
し
て
、
自
宅
と
保
健
セ
ン
 

　
タ
ー
を
結
び
、
自
宅
に
い
な
が
ら
 

　
保
健
師
や
ア
ド
バ
イ
ス
医
師
に
よ
 

　
る
脳
卒
中
等
の
生
活
習
慣
に
寄
与

　
す
る
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て
の
指

　
導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

　
し
た
。
 

 　
【
食
生
活
改
善
等
に
よ
る
生
活
習

　
慣
の
改
善
】
 

 
 
食
事
に
お
け
る
塩
分
濃
度
を
調
 

                     　
査
し
た
結
果
、
町
に
お
け
る
塩
分
 

　
摂
取
量
は
必
要
以
上
に
多
い
も
の
 

　
で
し
た
。
 

　
　
必
要
以
上
の
塩
分
摂
取
は
、
循
 

　
環
器
系
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
様
々

　
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な

　
り
ま
す
。
 

 
 
町
で
は
、
食
生
活
を
含
め
生
活
 

　
習
慣
の
改
善
を
図
る
た
め
、
食
生
 

　
活
改
善
推
進
員
や
健
康
運
動
推
進
 

　
員
に
よ
る
指
導
を
進
め
て
き
ま
し
 

　
た
。
 

  
　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
辻
一
 

                     郎
先
生
の
指
導
の
下
、
単
な
る
長
生

き
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
で
長
生
き

が
で
き
る
よ
う
に
「
健
康
寿
命
」
の

延
伸
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
に
、
町
で
は
各
種
施
策
 

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
医
療
費
の
 

抑
制
が
実
現
で
き
た
の
も
、
み
な
さ
 

ん
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
対
す
る
高
 

い
意
識
を
持
ち
、
予
防
医
療
に
努
め
 

て
き
た
こ
と
が
大
き
な
結
果
に
つ
な
 

が
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
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〔表４〕  
 
所 得 割  
 
資 産 割  
 
均 等 割  
 
平 均 割  

 
 
世帯の所得に応じて計算 
 
世帯の資産に応じて計算 
 
世帯の加入者に応じて計算 
 
１世帯あたりで計算 

医 療 分  
 

5.32％ 
 

30.42％ 
 

15,800円 
 

21,000円 

介護保険分 
 

0.93％ 
 

8.81％ 
 

6,700円 
 

4,000円 

    　
七
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
西
会

津
町
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
、
こ
の
改
正
に
あ
た
り
、

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
と
と

も
に
、
国
保
制
度
に
基
づ
く
、「
相
互

扶
助
」
の
観
点
か
ら
、
中
高
所
得
者

に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
結
果
、
本
年
度
の
国
保
税
率

は
〔
表
四
〕
よ
う
に
改
正
に
な
り
ま

し
た
。
 

　
な
お
、介
護
保
険
分
に
つ
い
て
は
、
 

本
年
度
か
ら
課
税
限
度
額
が
従
来
の

七
万
円
か
ら
八
万
円
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
が
、
税
率
は
、
基
金
よ
り
二

百
五
十
六
万
円
余
り
を
減
税
財
源
に

充
て
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
同
様
据

え
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

  所
得
控
除
等
の
見
直
し
 

　
本
年
度
か
ら
、
国
保
税
の
所
得
割
 

の
算
定
に
係
る
見
直
し
が
行
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
税
な
ど
と
 

整
合
性
を
図
り
、
世
代
間
・
世
代
内
 

の
負
担
の
公
平
化
と
被
保
険
者
に
理
 

解
さ
れ
や
す
い
体
系
へ
と
次
の
よ
う
 

に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

●
公
的
年
金
等
特
別
控
除
の
廃
止
 

 
 
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
 

　
る
方
は
、
住
民
税
な
ど
と
同
様
の
 

　
公
的
年
金
等
控
除
（
最
低
百
四
十
 

　
万
円
）
の
他
に
、
特
別
控
除
（
十
 

　
七
万
円
）
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま
 

　
し
た
が
、
こ
の
特
別
控
除
が
廃
止
 

　
に
な
り
ま
す
。
 

●
給
与
所
得
特
別
控
除
の
廃
止
 

 
 
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
給
与
 

　
所
得
控
除
（
最
低
六
十
五
万
円
）
 

　
の
他
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
控
除
 

　
（
上
限
二
万
円
）
が
廃
止
に
な
り
 

　
ま
す
。
 

●
青
色
専
従
者
給
与
等
控
除
の
適
用
 

 
 
事
業
主
が
青
色
専
従
者
及
び
白
 

　
色
専
従
者
に
対
し
て
支
払
う
給
与
 

　
等
が
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
 

 
 
こ
れ
に
よ
り
、
専
従
者
給
与
等
 

　
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、
給
与
所
 

　
得
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

●
長
期
譲
渡
所
得
等
特
別
控
除
の
適
 

　
用
 

 
 
個
人
が
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
 

　
っ
た
場
合
の
譲
渡
所
得
に
対
し
、
 

　
譲
渡
の
目
的
に
応
じ
た
特
別
控
除
 

　
が
適
用
に
な
り
ま
す
。
 

  納
め
方
は
 

　
年
齢
ご
と
に
異
な
り
ま
す
 

 ●
　
歳
未
満
の
人
 

 
 
国
保
の
保
険
税
（
医
療
分
）
の
 

　
み
を
負
担
し
ま
す
。
 

 ●
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
 

 
 
こ
の
年
齢
の
方
は
、
介
護
保
険
 

　
の
第
二
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

　
医
療
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ
、
 

　
一
つ
の
国
保
税
と
し
て
納
め
ま
す
。
 

 ●
　
歳
以
上
の
人
 

 
 
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
介
護
 

　
保
険
の
第
一
号
被
保
険
者
に
な
り
 

　
ま
す
。
国
保
税
と
し
て
は
、
医
療
 

　
分
の
み
の
負
担
に
な
り
、
介
護
保
 

　
険
料
は
別
に
納
め
ま
す
。
 

  所
得
申
告
は
お
済
み
で
す
か
 

 
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
前
 

年
の
所
得
を
町
に
申
告
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
確
定
申
告
等
 

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、
国
保
税
で
は
、
低
所
得
者
 

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
得
に
 

応
じ
、
応
益
割
を
減
額
す
る
制
度
が
 

と
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
よ
り
 

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
７
割
・
５
 

割
・
２
割
の
割
合
で
対
応
し
て
い
ま
 

す
。
 

　
こ
の
減
額
を
受
け
る
た
め
に
も
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

  忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

 
国
保
税
は
大
切
な
財
源
で
す
。
忘
 

れ
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
の
納

付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

分
割
納
付
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
滞
納
の
ま
ま
に

せ
ず
、
税
務
課
ま
で
早
め
に
相
談
く

だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

税
務
課
民
税
係
 

 
 
 
　
　
　
　
　
│
２
２
１
２
 

ま
た
は
 

健
康
福
祉
課
介
護
国
保
係
 

 
 
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

  手
続
き
は
お
早
め
に
 

 
こ
ん
な
と
き
は
、
必
ず
　
日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
　
　
・
転
入
し
て
き
た
と
き
 

　
　
　
・
職
場
の
健
康
保
険
か
ら
は
 

　
　
　
　
ず
れ
た
と
き
 

　
　
　
・
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
 

　
　
　
・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
 

　
　
　
　
っ
た
と
き
 

　
　
　
・
外
国
籍
の
人
が
入
る
と
き
 

   
 
 
・
転
出
す
る
と
き
 

 
 
 
・
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
 

　
　
　
　
た
と
き
 

 
 
 
・
死
亡
し
た
と
き
 

 
 
 
・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
 

　
　
　
　
に
な
っ
た
と
き
 

 
 
 
・
外
国
籍
の
人
が
や
め
る
と
 

　
　
　
　
き
 

   
 
 
・
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

　
　
　
　
に
な
っ
た
と
き
 

 
 
 
・
世
帯
主
や
氏
名
が
変
わ
っ

　
　
　
　
た
り
、
転
居
し
た
と
き
 

 
 
 
・
世
帯
を
分
け
た
り
、
一
つ

　
　
　
　
に
し
た
と
き
 

 
 
 
・
修
学
や
出
稼
ぎ
な
ど
で
長

　
　
　
　
期
間
、
町
を
離
れ
る
と
き
 

 
 
 
・
保
険
証
を
な
く
し
た
と
き
 

14

45 45

その他 国保をやめるとき 国保に入るとき 

4040

65

65

国
保
税
の
改
正
点
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平
成
十
四
年
度
の
国
の
補
正
予
算
 

を
受
け
て
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
 

「
地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
促
進
施
 

設
」（
複
合
施
設
）が
着
工
し
ま
し
た
。
 

 
本
施
設
は
年
度
内
に
完
成
し
、
来
 

年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
 

    
国
道
四
九
号
沿
い
の
商
業
団
地
内

に
整
備
を
す
る
も
の
で
、
 

 
①
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
等
の
販
売
に
よ
 

 
 
る
農
林
業
振
興
と
所
得
の
向
上
 

 
②
町
物
産
品
販
売
に
よ
る
商
工
業
 

 
 
の
振
興
 

 
③
新
た
な
産
品
の
開
発
等
に
よ
る
 

 
 
町
の
活
性
化
 

 
④
高
齢
者
作
品
の
展
示
販
売
等
に
 

 
 
よ
る
生
き
が
い
対
策
の
拡
充
 

 
⑤
他
地
域
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
 

 
 
の
誘
客
増
加
 

 
⑥
町
の
産
品
や
観
光
施
設
の
情
報
 

 
 
発
信
 

な
ど
を
目
的
と
し
て
町
が
整
備
し
ま
 

す
。
 

     ◆
建
築
構
造
 

 
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
 

  ◆
延
床
面
積
 

 
一
、
二
一
五
・
七
㎡
 

  
う
ち
一
階
床
面
積
 

 
 
 
 
 
七
六
一
・
三
㎡
 

 
 
 
二
階
床
面
積
 

 
 
 
 
 
四
五
四
・
四
㎡
 

   ◆
施
設
内
容
 

 
●
一
階
 

 
 
○
農
林
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
 

 
 
○
地
場
産
品
・
民
芸
品
等
の
展
 

 
 
 
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
 

 
 
○
高
齢
者
作
品
展
示
販
売
コ
ー
 

 
 
 
ナ
ー
 

 
 
○
食
材
供
給
コ
ー
ナ
ー
 

 
 
○
体
験
実
習
コ
ー
ナ
ー
 

 
 
○
地
域
情
報
コ
ー
ナ
ー
 

 
 
○
休
憩
コ
ー
ナ
ー
 

 
●
二
階
 

 
 
○
管
理
室
 

 
 
○
会
議
室
 

 
 
○
研
修
交
流
室
 

45 45

　
　
　
 
七
月
十
八
日
、
複
合
施
 

　
　
　
設
の
着
工
に
先
立
ち
、
商
 

　
　
　
業
団
地
内
で
安
全
祈
願
祭
 

　
　
　
が
行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
 

　
　
　
を
町
や
工
事
関
係
者
で
祈
 

　
　
　
願
し
ま
し
た
。
 

            
本
年
四
月
に
分
譲
を
開
始
し
た
 

商
業
団
地
内
個
人
店
舗
用
地
は
、
 

こ
れ
ま
で
に
三
区
画
（
二
業
者
）
 

の
分
譲
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

 
残
る
十
区
画
に
つ
い
て
は
、
随
 

時
分
譲
申
込
み
を
受
付
し
て
い
ま
 

す
。
 

 
町
の
顔
と
な
る
新
商
店
街
づ
く
 

り
に
、
新
し
い
発
想
と
や
る
気
の
 

あ
る
方
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
 

だ
さ
い
。
 

 
分
譲
条
件
や
申
込
み
方
法
な
ど
 

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
 

 
西
会
津
町
商
工
会
 

 
 
 
 
 
 
│
３
２
３
５
 

 
町
役
場
地
域
振
興
課
 

 
 
 
 
 
 
│
２
２
１
３
 

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

分
譲
申
込
み
受
付
中
！
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高橋　則之さん 
（滑　沢） 

渡部　美紀さん 
（上小島） 

㈱会津技研 
代表取締役　高橋　至さん 

ジ
ュ
ー
キ
会
津
西
会
津
工
場
（
上
）
 

と
西
会
津
建
設
（
左
）
で
の
説
明
を
 

真
剣
に
聞
く
西
高
生
 

　
町
で
は
、
さ
ゆ
り
が
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造

成
・
分
譲
な
ど
に
よ
る
定
住
化
促
進
事
業
と
、

町
内
企
業
の
育
成
や
経
営
の
安
定
を
図
り
、
雇

用
の
場
を
創
出
す
る
雇
用
対
策
事
業
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
中
で
、
若
者
の
就
学
機
会
を
増
や
す
こ

と
と
、
定
住
化
を
促
進
し
て
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、毎
年
町
内
の
企
業
見
学
会
を
行
い
、
 

企
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 

 　
企
業
見
学
会
を
実
施
 

  
本
年
も
、
町
商
工
会
と
西
会
津
工
業
会
の
協

力
に
よ
り
、
西
会
津
高
校
三
年
生
を
対
象
と
し
 

て
、
七
月
十
五
日
に
企
業
見
学
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
 

　
今
回
、
こ
の
企
業
見
学
会
の
会
場
と
な
っ
た
 

の
は
、
ジ
ュ
ー
キ
会
津
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
㈱
西
会

津
工
場
と
㈱
会
津
技
研
、
西
会
津
建
設
㈱
の
三

社
で
し
た
。
 

　
今
回
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
た
ち
は
、

高
校
二
年
生
の
時
に
職
場
の
業
務
に
つ
い
て
体

験
し
、
就
職
に
つ
い
て
の
意
識
が
高
揚
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
真
剣
な
眼
差
し
で
見
学
し
て

い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
各
企
業
か
ら
は
、
職
場
の
状
況
や
業

務
内
容
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
説
明
も
あ
り
、
参

加
者
に
は
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

        　
今
回
の
企
業
見
学
会
で
は
学
ぶ
べ
 

き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
 

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
特
に
、
会
津
技
研
の
社
長
さ
ん
が
 

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
社
会
に
出
て
 

か
ら
は
自
ら
学
ぶ
気
持
ち
が
な
け
れ
 

ば
伸
び
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
非
常
 

に
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
 

こ
の
言
葉
を
胸
に
、
何
事
に
も
積
極
 

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
 

　
ま
た
、
西
会
津
町
に
と
て
も
素
晴
 

ら
し
い
企
業
が
沢
山
あ
る
こ
と
を
知
 

り
、
多
い
に
希
望
が
持
て
ま
し
た
。
 

        　
こ
の
企
業
見
学
会
で
は
、
会
社
の
 

社
長
さ
ん
や
工
場
長
さ
ん
方
か
ら
直
 

接
話
を
伺
え
た
こ
と
が
と
て
も
有
意
 

義
で
し
た
。
 

　
働
い
て
い
る
人
た
ち
を
間
近
で
見
 

ら
れ
た
こ
と
も
新
し
い
発
見
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
地
元
の
企
業
に
つ
い
て
少
 

し
で
も
知
り
得
た
こ
と
は
、
今
後
の
 

就
職
活
動
に
大
い
に
役
立
っ
て
く
れ
 

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
は
、
就
職
を
希
望
し
て
い
る
の
 

で
、
こ
の
見
学
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
 

生
か
し
、
よ
り
良
い
就
職
活
動
を
し
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

社
会
人
と
し
て
 

　
求
め
ら
れ
る
こ
と
 

　西会津町へＵターン後、会社を 

設立した高橋さんから、社会人と 

して求められることとして次のよ 

うな激励の言葉が送られました。 

①メモ等は必ず携帯し、メモを取 

　る習慣をつけること。 

②自ら積極的に仕事に取り組むこ 

　と。 

③人との出会いを大切にすること。 

　そのために、自己の向上も忘れ 

　ないこと。 

④健康に気をつけること。 

⑤あいさつ・身だしなみなどをき 

　ちんとすること。 

若者の就業と定住化のために 

企
業
見
学
を
終
え
て
　
〜
参
加
者
の
感
想
よ
り
〜
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

      　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
！
西
会
津
町
に
来
て
 

　
　
　
　
か
ら
、
も
う
三
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
 

　
　
　
　
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ラ
ム
が
最
後
に
 

　
　
　
　
な
り
ま
す
の
で
、
私
の
こ
の
町
で
の
 

体
験
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
の
次
の
勤
め
先
が
「
西
会
津
町
」
と
書
か
 

れ
た
通
知
票
が
青
森
の
ア
パ
ー
ト
に
届
い
た
時
、
 

そ
の
名
前
を
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、
早
速
イ
ン
 

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
 

 
し
か
し
、
三
年
前
の
時
点
で
は
、
西
会
津
町
 

に
つ
い
て
の
情
報
は
あ
ま
り
に
も
少
な
か
っ
た
 

の
で
、
ど
ん
な
町
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
 

 
そ
の
一
ヵ
月
後
、
西
会
津
町
か
ら
町
の
概
要
 

に
つ
い
て
書
か
れ
た
案
内
書
が
送
ら
れ
て
来
ま
 

し
た
。
 

 
そ
の
案
内
書
を
見
た
瞬
間
、
目
が
大
き
く
な
 

り
、
心
配
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
 

ら
、
西
会
津
町
の
人
口
が
九
千
人
と
書
か
れ
て
 

い
た
か
ら
で
す
。
 

 
私
は
都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
西
会
津
 

町
の
よ
う
な
小
さ
い
町
で
生
き
て
行
け
る
か
ど
 

う
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。
 

 
昔
は
、
そ
ん
な
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
 

で
は
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
離
れ
た
く
な
い
ほ
 

ど
西
会
津
町
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
三
年
間
で
色
々
な
思
い
出
が
出
来
ま
し
 

た
。
さ
ゆ
り
公
園
に
行
き
、
雪
国
ま
つ
り
で
雪
 

合
戦
や
春
木
山
レ
ー
ス
に
参
加
し
、
楽
し
ん
だ
 

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町
民
運
動
会
 

で
九
町
内
の
人
た
ち
と
一
緒
に
戦
っ
た
こ
と
も
 

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
九
町
内
は
競
技
の
方
 

で
は
負
け
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
、
え
ち
ご
や
 

で
行
わ
れ
た
「
酒
飲
み
リ
レ
ー
」
で
は
勝
ち
ま
 

し
た
。
 

　町民の英語力向上と国際理解を深め 
るために貢献してくれた英語指導助手 
のデビット・パイクさん、ジェニファ 
ー・テイヴスさん、国際交流員のチャ 
ド・ウエストさん３人の送別会が、７ 
月１６日に町公民館で行われました。 
　送別会では、今までお世話になった 
各小中学校の児童・生徒たちが集まり、 
感謝の言葉や花束を手渡し、別れを惜 
しんでいました。 

今
後
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
る
 

山
口
町
長（
左
）と
小
笠
原
東
北
総
合
通
信
局
長（
右
）
 

　
７
月
　
日
、
第
　
回
老
人
ク
ラ
ブ
・
 

身
体
障
害
者
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
さ
 

ゆ
り
公
園
で
行
わ
れ
、
町
内
各
地
区
か
 

ら
　
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
昨
日
ま
で
の
梅
雨
模
様
 

が
嘘
の
よ
う
に
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
 

者
た
ち
は
緑
色
の
芝
生
の
上
を
力
い
っ
 

ぱ
い
競
技
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
競
技
の
結
果
は
、
尾
野
本
地
区
が
優
 

勝
。
奥
川
地
区
が
準
優
勝
で
し
た
。
 

　
７
月
７
日
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
 

者
の
許
可
状
交
付
式
が
仙
台
市
の
総
務
 

省
東
北
総
合
通
信
局
で
行
わ
れ
、
山
口
 

町
長
に
許
可
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
許
可
状
は
、
電
気
通
信
事
業
に
 

基
づ
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
 

提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
許
可
で
、
県
 

内
の
自
治
体
で
は
初
め
て
の
交
付
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
年
　
月
の
本
サ
ー
 

ビ
ス
開
始
に
向
け
大
き
く
前
進
し
た
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

18

24

753

12



11

　
西
会
津
の
人
の
優
し
さ
も
す
ご
く
感
じ
ま
し
 

た
。
近
所
の
お
ば
さ
ん
か
ら
色
々
な
野
菜
や
ア
 

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
冬
の
雪
か
き
も
 

時
々
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
私
の
知
ら
な
い
人
た
ち
も
、
気
軽
に
 

道
で
話
し
掛
け
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
天
気
や
 

テ
レ
ビ
英
会
話
、
自
分
の
子
供
さ
ん
な
ど
い
ろ
 

い
ろ
話
し
ま
し
た
。
 

　
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
私
は
ス
ポ
 

ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
、
役
場
の
野
球
 

チ
ー
ム
に
入
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
 

す
。
野
球
部
の
先
輩
た
ち
か
ら
色
々
な
指
導
を
 

受
け
ら
れ
た
お
か
げ
で
上
達
し
ま
し
た
。
だ
か
 

ら
、
五
十
嵐
さ
ん
の
投
げ
る
大
リ
ー
グ
変
化
球
 

を
ち
ょ
っ
と
だ
け
打
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
あ
と
、
一
年
目
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
こ
と
が
 

一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
無
 

か
っ
た
私
は
、
他
の
選
手
の
余
っ
た
も
の
を
借
 

り
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
余
っ
て
い
た
の
は
 

一
人
分
だ
け
で
、
持
ち
主
は
私
の
半
分
ぐ
ら
い
 

の
体
格
だ
っ
た
の
で
、
私
が
着
る
と
足
を
普
通
 

に
動
か
せ
な
い
ほ
ど
ピ
チ
ピ
チ
で
し
た
。
相
手
 

チ
ー
ム
は
私
を
見
た
と
た
ん
、
大
声
で
笑
い
ま
 

し
た
。
や
っ
と
二
年
目
で
、
新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
 

ー
ム
を
買
う
こ
と
に
な
り
、
楽
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
お
別
れ
試
合
の
時
、
み
な
さ
ん
と
楽
 

し
く
試
合
が
で
き
た
上
、
そ
の
後
の
焼
き
肉
パ
 

ー
テ
ィ
ー
で
一
緒
に
盛
り
上
が
れ
て
最
高
で
し
 

た
。
 

　
カ
ナ
ダ
に
帰
っ
て
も
、
西
会
津
町
で
の
経
験
 

を
忘
れ
ま
せ
ん
。
 

 
三
年
間
ス
テ
キ
な
西
会
津
町
で
生
活
さ
せ
て
 

い
た
だ
い
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
西
会
津
に
戻
っ
 

て
来
た
ら
、
み
な
さ
ん
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
 

み
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
私
の
メ
ー
ル
は
今
ま
で
と
同
じ
くcw

est91@
 

m
uc.biglobe.ne.jp

で
カ
ナ
ダ
に
届
き
ま
す
の
で
、
 

時
々
メ
ー
ル
を
く
だ
さ
い
。
 

　
さ
ゆ
り
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
 

ス
ト
ラ
の
定
期
演
奏
会
が
、７
月
５
日
、
 

さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、
ジ
ャ
 

ズ
の
定
番
の
曲
か
ら
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
 

ま
で
幅
広
く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
西
会
津
町
出
身
の
石
野
広
子
 

さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
広
畑
あ
つ
み
さ
 

ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
 

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
観
客
は
盛
り
沢
 

山
の
内
容
に
大
い
に
満
足
し
て
い
ま
し
 

た
。
 

　
最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
頻
繁
に
報
道
さ
 

れ
て
い
る
よ
う
に
、
未
成
年
者
に
対
す
 

る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
 

て
、
不
審
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
時
 

な
ど
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
に
、
西
 

会
津
中
学
校
の
全
校
生
　
人
に
『
携
帯
 

防
犯
ブ
ザ
ー
』
を
配
布
し
ま
し
た
。
 

　
交
付
式
は
７
月
　
日
に
行
わ
れ
、
生
 

徒
代
表
の
青
津
京
介
君
に
山
口
助
役
か
 

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
　
福
島
県
消
防
協
会
喜
多
方
支
部
の
 

幹
部
大
会
が
７
月
　
日
、
西
会
津
中
学
 

校
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
、
 

喜
多
方
管
内
の
消
防
関
係
者
幹
部
　
人
 

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
、
急
変
す
る
社
会
情
勢
に
 

対
応
す
る
た
め
、
更
な
る
地
域
消
防
の
 

重
要
性
と
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
 

目
指
す
こ
と
を
宣
言
・
決
議
し
ま
し
た
。
 

13

（財） 

750

17

281

防犯ブザーを手にする篠原実菜さん（左）と青津京介君（右） 防犯ブザーを手にする篠原実菜さん（左）と青津京介君（右） 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

気持ちイー（昨年度の活動から） 

抜くのは草だよ！（今年度の活動から） 似合うかなー（今年度の活動から） 

  

　
な
お
、
こ
の
他
に
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
 

で
す
が
詳
し
く
は
会
員
同
士
の
話
し
合
い
で
随
 

時
決
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

                             
サ
ー
ク
ル
の
会
員
は
年
間
を
通
し
て
募
集
し
 

て
い
ま
す
の
で
、入
会
希
望
者
は
町
公
民
館（
 
 
 

　
│
３
２
４
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

    　
町
公
民
館
で
は
、
学
習
や
遊
び
、
そ
し
て
親
 

子
の
ふ
れ
合
い
な
ど
を
通
し
て
、
子
育
て
の
あ
 

り
方
を
学
ぶ
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
　
み
ん
な
お
 

い
で
よ
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
活
動
を
始
め
て
、
今
年
 

で
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
会
員
の
子
供
た
ち
 

は
年
齢
層
が
幅
広
く
、
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
る
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

異
な
る
年
齢
そ
し
て
学
年
の
集
団
で
す
の
で
、
 

喧
嘩
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
 

素
直
に
謝
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
人
と
し
て
 

生
き
て
い
く
う
え
で
の
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
 

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

               
今
年
度
の
活
動
内
容
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
 

培
や
フ
ル
ー
ツ
狩
り
、
そ
し
て
育
て
た
イ
モ
の
 

収
穫
な
ど
自
然
と
の
ふ
れ
合
い
を
中
心
に
実
施
 

す
る
予
定
で
す
。
 

   　
　
　
　
〜
家
庭
教
育
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
 

 　
六
月
二
十
八
日
、
県
と
町
の
教
育
委
員
会
の
 

共
催
で
、「
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実
の

た
め
に
」
〜
支
え
合
い
・
育
ち
合
い
・
和
み
合

い
〜
を
テ
ー
マ
に
、
家
庭
教
育
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
西
会
津
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
桜
の
聖
母
短
期
大
学
の
西
内
み
な
み
助
教
授
 

の
基
調
講
演
の
後
、
参
加
者
は
三
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て
支
援
 

の
一
環
と
し
て
講
演
会
等
を
開
催
し
、
家
庭
教
 

育
、
地
域
教
育
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
 

す
。
 

45
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野
沢
郷
の
狐
伝
承
 

　
「
勘
七
さ
ん
、
そ
ん
な
に
酔
っ
て
は
夜
道
が
 

危
な
い
、
泊
ま
っ
て
行
が
ん
し
ょ
」
と
泥
浮
山
 

村
の
婚
礼
の
家
で
止
め
る
の
に
、
「
ナ
ア
ニ
酒
 

は
飲
ん
で
も
飲
ま
い
で
も
、
勤
め
る
と
こ
ろ
は
 

き
っ
と
勤
め
る
…
…
ウ
イ
ー
ッ
」
と
芝
居
気
取
 

り
で
そ
こ
を
出
た
綱
沢
村
の
勘
七
。
上
谷
山
に
 

差
し
掛
か
る
と
、
向
こ
う
か
ら
菊
に
桐
の
朱
紋
 

の
提
灯
も
美
々
し
い
一
行
が
や
っ
て
来
た
。
 

　
勘
七
は
道
の
傍
ら
に
よ
け
て
笠
を
傾
け
、
酔
 

眼
朦
朧
と
見
て
や
れ
ば
、
何
や
ら
 

年
若
な
れ
ど
も
供
を
五
、
六
人
召
 

し
連
れ
た
る
名
僧
知
識
の
旅
姿
。
 

お
お
こ
れ
は
こ
れ
は
と
勘
七
、
 

　
「
エ
ー
和
尚
様
は
、
ど
こ
へ
参
 

ら
れ
る
の
で
お
ざ
い
や
す
か
？
」
 

　
「
ハ
イ
拙
僧
は
衆
生
済
度
の
た
 

め
に
仏
法
を
説
い
て
諸
国
を
巡
っ
 

て
い
る
の
で
ご
ざ
る
」
 

　
「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
ど
こ
か
 

ら
お
出
な
ん
で
？
」
 

　
「
ハ
イ
拙
僧
は
、
山
州
は
岩
穴
 

山
こ
ん
こ
ん
寺
と
申
す
寺
の
出
家
で
ご
ざ
る
」
 

　
勘
七
は
、
そ
れ
が
ど
こ
の
国
の
ど
ん
な
お
寺
 

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
 

「
な
ん
と
ま
あ
尊
い
ご
出
家
で
ま
し
ま
す
」
と
 

酔
っ
た
頭
で
無
闇
に
有
難
が
り
、
 

　
「
そ
れ
じ
ゃ
は
ば
か
り
な
が
ら
お
尋
ね
い
た
 

し
や
す
が
、
世
間
で
は
老
若
男
女
が
み
な
南
無
 

阿
弥
陀
仏
と
唱
え
て
信
心
い
た
し
や
す
。
で
も
 

和
尚
様
、
そ
の
念
仏
に
ど
ん
な
功
徳
が
あ
る
の
 

で
お
ざ
い
や
し
ょ
う
か
？
　
俺
ら
は
訳
も
分
か
 

ら
ず
に
唱
え
て
い
る
ん
だ
ゲ
ん
じ
ょ
も
、
ど
う
 

か
教
え
て
や
っ
て
お
く
ん
な
ん
し
ょ
」
 

　
「
こ
れ
は
ま
た
愚
か
な
る
こ
と
を
お
尋
ね
か
 

な
。
人
間
と
申
す
は
老
少
不
定
の
習
い
、
後
れ
 

が
先
立
つ
憂
き
世
の
中
、
老
い
た
る
も
若
き
も
 

い
つ
死
す
べ
し
と
は
定
め
な
く
、
今
生
は
夢
ま
 

ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
な
り
…
…
」
 

　
「
ハ
ハ
ー
ッ
有
難
や
有
難
や
」
 

　
　
　
　
　
　
鈴
を
振
る
よ
う
な
美
僧
の
声
に
 

　
　
　
　
　
勘
七
は
い
よ
よ
ま
す
ま
す
感
激
し
 

　
　
　
　
　
て
手
を
合
わ
せ
れ
ば
、
 

　
　
　
　
　
　
「
来
世
は
幾
千
年
と
も
限
り
な
 

　
　
　
　
　
し
。
人
は
、
そ
れ
を
弁
え
な
が
ら
 

　
　
　
　
　
山
野
の
毛
物
を
殺
し
、
海
や
川
に
 

　
　
　
　
　
て
漁
り
致
し
て
身
命
を
養
い
、
そ
 

　
　
　
　
　
れ
の
み
な
ら
ず
、
み
仏
の
戒
め
置
 

　
　
　
　
　
か
れ
し
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
 

　
　
　
　
　
語
・
不
飲
酒
の
五
戒
を
破
り
、
孔
 

　
　
　
　
　
子
の
訓
え
た
ま
え
し
君
臣
・
父
子
 

　
　
　
　
　
・
夫
婦
・
昆
弟
・
朋
友
の
交
わ
り
 

五
常
の
道
を
守
る
と
も
思
わ
ず
！
」
 

　
「
イ
ヤ
ー
ッ
恐
れ
入
り
奉
る
」
 

　
「
か
よ
う
な
る
輩
は
み
な
三
世
の
諸
仏
に
捨
 

て
ら
れ
、
閻
魔
大
王
の
前
に
引
き
据
え
ら
れ
て
 

業
の
秤
に
掛
け
ら
れ
、
浄
玻
璃
の
鏡
に
己
が
悪
 

業
を
映
し
出
さ
れ
て
阿
鼻
叫
喚
、
地
獄
の
責
め
 

苦
を
受
く
る
と
も
娑
婆
に
て
妻
子
眷
属
、
金
銀
 

財
宝
い
く
ら
あ
り
と
も
何
の
術
も
な
く
…
…
」
 

　
「
ア
ラ
恐
ろ
し
や
恐
ろ
し
や
」
（
つ
づ
く
）
 

お
い
 

お
ろ
 

わ
き
ま
 

す
な
ど
 

い
ま
し
 

せ
っ
し
ょ
う
 

ち
ゅ
う
と
う
 

も
う
 

ご
 

お
し
 

こ
ん
て
い
 

え
ん
ま
 

ご
う
 

じ
ょ
う
は
り
 

あ
び
き
ょ
う
か
ん
 

し
ゃ
ば
 

け
ん
ぞ
く
 

す
べ
 

は
か
り
 

お
の
れ
 

ご
じ
ょ
う
 

や
か
ら
 

ほ
う
ゆ
う
 

ふ
お
ん
じ
ゅ
 

じ
ゃ
い
ん
 

け
も
の
 ふ

じ
ょ
う
 

お
く
 

う
 

よ
 

こ
ん
じ
ょ
う
 

い
 

ち
ょ
う
ち
ん
 

も
う
ろ
う
 

し
ゅ
じ
ょ
う
さ
い
ど
 

と
 

さ
ん
 

ざ
ん
 

む
や
み
 

く
ど
く
 

が
ん
け
つ
 

め
ぐ
 

か
た
わ
 

か
た
む
 

絵
・
会
津
徳
寿
 

 
七
月
十
二
日
、
町
公
民
館
の
郷
土
史
ゼ
ミ
で
は
、
明
治
戊
辰
の
歴
史
を
彩
っ
た
松
平
容
保
・
 

勝
海
舟
・
山
県
有
朋
揮
毫
の
三
碑
見
学
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
従
三
位
　
松
平
容
保
の
「
勧
業
篤
志
碑
」
は
奥
川
の
向
原
地
内
に
建
て
て
あ
り
ま
す
。
 

　
樞
密
顧
問
官
　
正
二
位
勲
一
等
　
伯
爵
　
勝
安
芳
（
海
舟
）
の
「
積
徳
興
家
」
の
碑
は
下
野
 

尻
の
満
田
家
の
庭
内
に
あ
り
ま
す
。
 

　
元
師
侯
爵
　
山
県
有
朋
の
「
日
露
戦
役
紀
念
碑
」
は
野
沢
の
雷
山
公
園
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
 

             　
戊
辰
戦
争
の
時
、
会
津
藩
主
松
平
容
保
と
会
津
征
討
総
督
軍
参
謀
山
県
有
朋
は
戦
火
を
交
え
 

た
間
柄
で
す
し
、
ま
た
勝
海
舟
は
江
戸
城
総
攻
撃
の
前
の
日
に
西
郷
隆
盛
と
会
見
し
て
、
そ
れ
 

を
中
止
さ
せ
、
江
戸
を
戦
火
か
ら
救
っ
た
こ
と
で
有
名
で
す
。
 

　
そ
う
し
た
維
新
動
乱
、
歴
史
的
人
物
の
碑
が
三
基
も
揃
っ
て
在
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
会
 

津
に
は
あ
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
私
た
ち
の
町
に
は
、
こ
う
し
た
人
物
と
交
流
を
 

持
っ
た
先
輩
が
い
た
の
だ
と
い
う
誇
り
を
抱
か
せ
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
に
、
当
日
は
宮
城
三
平
翁
の
「
山
陵
塚
・
花
塚
」
（
奥
川
・
広
瀬
神
社
境
内
）
と
 

野
沢
代
官
所
の
石
製
高
札
「
杉
木
之
覚
」
（
県
歴
史
資
料
・
雷
山
公
園
）
な
ど
を
見
学
し
、
わ
 

が
西
会
津
町
の
文
化
と
歴
史
の
深
さ
の
一
端
に
触
れ
て
、
感
慨
を
新
た
に
し
た
の
で
し
た
。
 

か
た
も
り
 

あ
り
と
も
き
ご
う
 

か
ん
ぎ
ょ
う
と
く
し
の
ひ
 

や
す
よ
し
 

げ
ん
す
い
 

す
ぎ
の
き
の
お
ぼ
え
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冷凍食品 

食肉・鮮魚介類 
牛乳・卵 
チーズ・バター 

ー15℃ 

1～3℃ 
 
5℃ 

加工食品 
調理済食品 

 
 
5℃ 

野菜・果物類 
サラダ類 
ビール・清涼飲料 
などの飲みもの 

5～7℃ 

渡部さくらちゃん 
（盛男・上小島） 

大竹美穂ちゃん 
（辰也・西林） 

　
５
月
　
日
、
３
歳
児
９
名
を
 

対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ
た
結
 

果
、
む
し
歯
の
な
い
子
は
２
名
 

で
し
た
。
 

23

食中毒菌の種類と原因 

　腸炎ビブリオ 
・刺身や寿司 
・野菜の一夜漬け 
 
　ブドウ球菌 
・おにぎり 
・弁当 
・ちらし寿司 

　サルモネラ菌 
・食肉 
・卵 
 
　セレウス菌 
・チャーハン 
・焼そば 

  

  

 迅
速
 

①
常
温
で
放
置
し
な
い
。
 

②
手
際
よ
く
調
理
す
る
。
 

③
調
理
後
は
早
く
食
べ
る
。
 

          加
熱
と
冷
却
 

①
冷
ま
し
て
か
ら
、
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
。
 

 
※
た
だ
し
、
冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物
！
 

 ②
再
度
食
べ
る
時
に
は
、
し
っ
か
り
火
を
通
し
 

 
て
温
め
直
す
。
 

 
※
電
子
レ
ン
ジ
も
活
用
で
き
る
。
 

 　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
多
く
の
食
中
毒
菌
 

　
が
常
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
湿
気
の
多
い
 

　
こ
の
時
季
は
、
菌
に
と
っ
て
繁
殖
に
最
適
 

　
の
季
節
で
す
。
 

  食
中
毒
予
防
の
３
原
則
 

 〜
清
潔
・
迅
速
・
加
熱
と
冷
却
〜
 

 
目
に
見
え
な
い
食
中
毒
菌
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
３
つ
で
す
。
 

　
第
一
に
「
清
潔
」
。
食
品
に
細
菌
を
付
け
な

い
こ
と
で
す
。
 

　
次
に
、細
菌
な
ど
が
増
殖
し
な
い
よ
う
に「
迅
 

速
」
に
冷
蔵
、
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
最
後
に
、
食
品
中
に
含
ま
れ
て
い
る
細
菌
を

「
加
熱
」
で
殺
菌
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
 

　
家
庭
で
食
品
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
こ
の
３

つ
の
要
素
を
完
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
食
品

の
安
全
を
確
保
す
る
秘
訣
で
す
。
 

  清
潔
 

①
つ
め
は
短
く
切
る
。
 

②
手
洗
い
は
せ
っ
け
ん
を
使
う
。
 

③
ま
な
板
や
ふ
き
ん
は
乾
燥
さ
せ
る
。
 

④
ゴ
キ
ブ
リ
や
ハ
エ
、ネ
ズ
ミ
の
駆
除
を
す
る
。
 

食品の保存温度の目安 



15

  

  

  

  

みんなの広場 みんなの広場 
生
江
　
克
志
 

　
　
〔
下
野
尻
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
新
村
か
ら
見
る
飯
豊
連
峰
 

　
（
見
る
た
び
に
「
い
い
で
の
集
い
」
で
 

　
の
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
 

　
に
思
い
出
さ
れ
る
）
 

あなたの趣味・特技は？ 
　趣味　山野草鑑賞・ダンス 
　特技　オヤジギャグ 
 
熱中していることは？ 
　山野草の用土、増やし方、 
植生に関すること。 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　オッチョコチョイ 

最近感動したことは？ 
　近くの野山でキンラン、ギ 
ンランを見つけたこと。 
 
これからやってみたいことは？ 
　国内を旅行していろんな山 
野草を鑑賞してみたい。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ．Ｓさん（芝草） 

 
今
月
は
、
安
座
の
西
田
仁
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

 
西
田
さ
ん
は
、
町
内
の
野
球
チ
ー
ム
で
あ
る
野
沢
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
 

早
朝
野
球
な
ど
で
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

 
「
昨
年
か
ら
野
沢
ク
ラ
ブ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
清
水
 

さ
ん
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。
 

　
野
球
を
始
め
た
の
は
、
小
学
校
４
年
生
の
時
に
入
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
 

年
団
か
ら
で
す
ね
。
も
と
も
と
、
小
さ
い
頃
か
ら
弟
や
父
親
と
家
の
周
 

り
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
 

い
ま
し
た
か
ら
、
す
ん
な
り
野
 

球
を
始
め
る
環
境
に
は
あ
り
ま
 

し
た
ね
。
 

　
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
る
よ
う
に
 

な
っ
た
の
は
、
高
校
２
年
の
新
 

人
戦
か
ら
で
す
。自
分
か
ら『
や
 

り
た
い
で
す
』
な
ん
て
言
っ
て
 

み
ま
し
た
け
ど
、
ま
さ
か
自
分
 

が
や
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
」
 

 
そ
ん
な
西
田
さ
ん
に
元
気
の
 

素
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
 

 
「
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
や
っ
ぱ
り
野
球
で
す
ね
。
 

　
自
分
の
決
め
球
が
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
で
三
振
 

を
取
っ
た
時
は
も
う
最
高
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
少
し
で
も
多
く
三
振
が
 

取
れ
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
を
生
か
す
ピ
ッ
チ
ン
グ
の
組
み
立
 

て
を
し
て
い
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
、
ヤ
ク
ル
ト
の
五
十
嵐
亮
太
選
手
の
 

よ
う
な
速
球
を
投
げ
た
い
で
す
ね
。
高
校
時
代
に
は
最
速
　
キ
ロ
く
ら
 

い
の
ス
ピ
ー
ド
は
出
て
た
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
憧
れ
ま
す
ね
。
 

 
あ
と
、
も
し
で
き
る
ん
で
あ
れ
ば
、
抑
え
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
 

速
球
と
フ
ォ
ー
ク
を
武
器
に
…
…
。
」
　
 

　
そ
う
答
え
て
く
れ
た
西
田
さ
ん
は
、
高
校
３
年
頃
か
ら
始
め
た
農
業
 

（
稲
作
）
に
も
は
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
理
由
は
、「
自
然
に
触
れ
 

て
い
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

 
西
田
さ
ん
の
、「
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
環
境
、
こ
の
安
座
の
自
 

然
環
境
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
周
り
の
人
の
温
か
さ
も
最
高
 

で
す
。
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
 

　　長谷川淳子さん（7月号から）  
　◆メッセージ◆ 
　　これからも、ずっと西会津ダン 
　スの会長さんでいてください。末 
　長くよろしくお願い致します。 

130
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福
島
県
下
水
道
公
社
で
は
、
平
成
　
年
度

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定

試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

 
な
お
、
町
で
は
こ
の
試
験
の
合
格
者
を
責
任
 

技
術
者
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
 

●
試
験
日
 
　
月
　
日
 

●
会
　
場
 
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
 
（
郡
山
市
）
 

●
受
験
手
数
料
 
３
　
０
０
０
円
 

●
申
込
期
間
 
 
８
月
　
日
　
か
ら
 

 
 
 
 
 
 
 
９
月
　
日
　
ま
で
 

 
希
望
者
に
は
受
験
講
習
会
が
　
月
　
日
　
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
下
水
道
課
 
 
 
 
│
４
５
３
５
 

     　
８
月
１
日
よ
り
、
西
会
津
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
 

ー
を
閉
店
し
、
喜
多
方
営
業
所
に
お
客
さ
ま
窓
 

口
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

 
こ
れ
ま
で
西
会
津
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
 

っ
て
い
た
業
務
は
、
喜
多
方
営
業
所
で
こ
れ
ま
 

で
同
様
に
行
い
ま
す
。
 

 
な
お
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
東
北
電
力
㈱
喜
多
方
営
業
所
 

 
 
 
 
０
２
４
１
│
　
│
２
１
２
１
 

                   
 
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
）
 

 
 
 
 
 
 
 
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
 

　
　
　
　
　
　
　
組
合
本
庁
 

 
▼
申
込
期
限
 

 
 
 
８
月
　
日
　
ま
で
 

 
 
 
※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
８
月
　
日
　
ま
 

　
　
　
　
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
 

 
▼
申
込
方
法
 

 
 
 
申
込
用
紙
は
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
 

 
 
圏
組
合
及
び
町
役
場
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
 

 
 
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
喜
多
方
地
方
 

 
 
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
総
務
係
ま
で
 

 
 
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
 
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
総
務
係
 

 
 
 
 
 
 
 
０
２
４
１
│
　
│
３
４
２
６
 

                     　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
平
 

成
　
年
度
採
用
職
員（
高
校
卒〔
見
込
み
含
む
〕
 

以
上
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

 
▼
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数
 

 
 
 
技
術
吏
員
 
 
 
 
 
 
１
名
 

 
▼
受
験
資
格
 

 
 
 
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
　
年
 

 
 
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

 
▼
試
験
の
方
法
 

 
 
１
次
試
験
 
教
養
試
験
 

 
 
２
次
試
験
 
小
論
文
、
面
接
試
験
 

 
▼
試
験
日
及
び
会
場
 

 
 
１
次
試
験
 
９
月
　
日
 

　
　
　
　
　
　
　
県
立
喜
多
方
工
業
高
校
 

　町では、平成１６年度職員（高校卒程度）採用候 
補者試験を次により行います。 
◆試験職種及び採用予定人数 
　　　一般事務　　　若干名 
◆受験資格 
　　昭和５７年４月２日から昭和６１年４月１日ま 
　でに生まれた方 
◆１次試験／９月２１日（日） 
　　　　　　場　　所：県立喜多方工業高校 
　　　　　　試験内容：教養試験 
　　　　　　　　　　　一般性格診断検査 
◆２次試験／１１月 
　　　　　　場　　所：町役場 
　　　　　　試験内容：小論文、面接試験 
◆申込期限 
　　８月１５日（金）（土・日曜日、祝日を除く） 
　※郵送による場合は８月１３日（水）までの消印 
　　のあるものに限ります。 
◆申込方法 
　　申込用紙は町役場で交付しますので、必要事項 
　を記入のうえ総務課まで提出してください。 
【問い合わせ先】 
　　総務課職員係　　　４５－２２１１ 

16

53

61

21

（日） 

15

（金） 

16,

11

15

（財） 

（日） 

16

10

（木） 

19

（金） 

11

（月） 

13

22

（水） 

22
45
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外来（個人） 入院（世帯） 

〈限度額〉 

一定以上所得者 40,200円 

12,000円 

8,000円 

72,300円 

医療費が361,000円を 
超えた場合は1％加算 

40,200円 

24,600円 

15,000円 

　　　一般 

Ⅱ 

Ⅰ 

低
所
得
者
 

          　
風
し
ん
予
防
接
種
の
対
象
者
が
、
平
成
６
年
 

に
、
中
学
生
女
子
か
ら
幼
児
（
満
１
歳
〜
７
歳
 

６
ヵ
月
未
満
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
 

変
更
に
よ
り
次
に
該
当
す
る
方
は
予
防
接
種
を
 

受
け
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
こ
の
機
会
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
予
防
す
 

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

 
▼
対
象
者
 

 
 
　
町
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
　
年
４
月
２
 

 
 
日
か
ら
昭
和
　
年
　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
 

　
　
れ
た
方
で
、
風
し
ん
ま
た
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
予
防
 

　
　
接
種
未
接
種
の
男
女
。
ま
た
は
、
風
し
ん
 

　
　
に
か
か
っ
た
こ
と
が
不
明
な
方
。
 

 
▼
接
種
場
所
 
町
内
の
医
療
機
関
 

 
▼
実
施
期
間
 
９
月
 

 
▼
接
種
料
金
 
無
料
 

 
▼
接
種
方
法
 

 
 
　
対
象
者
へ
は
、
町
か
ら
直
接
通
知
し
ま
 

 
　
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 
 
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
※
 
女
性
の
方
は
、
次
の
２
点
に
注
意
し
て
 

 
 
く
だ
さ
い
。
 

 
 
・
接
種
時
に
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
。
 

 
 
・
接
種
後
２
ヵ
月
は
妊
娠
し
な
い
こ
と
。
 

                  減
額
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
 

 
低
所
得
世
帯
（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
 

の
世
帯
）
の
方
が
入
院
し
た
場
合
、
減
額
認
定
 

証
を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

限
度
額
分
ま
で
の
支
払
い
だ
け
で
済
み
ま
す
。
 

 
ま
た
、
入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額
 

対
象
に
な
り
ま
す
。
 

 
た
だ
し
、
保
険
の
き
か
な
い
も
の
に
つ
い
て
 

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
 

※
 
減
額
認
定
証
は
、
入
院
前
に
手
続
き
が
必
 

　
要
に
な
り
ま
す（
代
理
申
請
も
で
き
ま
す
）。
 

  
な
お
、
申
請
手
続
き
は
ど
ち
ら
も
簡
易
な
も
 

の
で
す
の
で
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
 
町
民
生
活
課
町
民
生
活
係
 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

    高
額
医
療
の
申
請
に
つ
い
て
 

 
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
の
１
ヵ
 

月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
 

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
限
度
額
を
超
え
て
支
 

払
っ
た
医
療
費
分
が
町
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

 
た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
の
き
か
 

な
い
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
医
療
費
に
含
ま
れ
 

ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
 
│
２
３
０
６
 

     
「
性
や
生
に
つ
い
て
、
ま
だ
よ
く
考
え
た
こ
 

と
が
な
い
」
、「
か
ら
だ
や
性
に
つ
い
て
知
り
た
 

い
こ
と
や
不
安
が
あ
る
」
。
そ
ん
な
悩
み
を
一

人
で
悩
ん
だ
り
考
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
思
春
期
か
ら
 

青
年
期
の
若
い
人
や
保
護
者
等
関
係
者
の
方
々
 

を
対
象
に
し
た
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
な
お
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

◇
電
話
相
談
 
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
除
 

 
　
　
　
　
　
く
）
８
時
　
分
〜
　
時
ま
で
 

 
 
 
 
 
 
０
２
４
２
│
 
│
５
３
４
７
 

◇
メ
ー
ル
相
談
 

　
　
　
　rem

on_izu@
pref.fukushim

a.jp

 

◇
保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談
（
予
約
不
要
）
 

 
日
時
 
毎
月
第
４
木
曜
日
 
　
時
〜
　
時
 

 
受
付
 
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
１
階
会
議
室
 

 
場
所
 
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
相
談
室
 

◇
思
春
期
の
健
康
に
関
す
る
情
報
の
提
供
 

 
日
時
 
毎
月
第
４
木
曜
日
　
時
〜
　
時
 

 
場
所
 
会
津
保
健
事
務
所
１
階
会
議
室
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 

 
児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム
 

 
 
 
 
 
０
２
４
２
│
 
│
５
２
７
８
 

ま
た
は
 

 
会
津
坂
下
支
所
 

 
 
 
 
 
０
２
４
２
│
 
│
３
１
３
１
 

45

47

17
14

18

16

18

29
29

54

62

10

83 30

風
し
ん
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
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橋谷田　ト　メ（96）　満　　　母　　１町内 

伊　藤　ノブ子（71）兵　衛　　母　　安　座 

代　島　政　榮（81）　理　　　父　　森　野 

伊　藤　文　夫（92）　進　　　父　　下小島 

齋　藤　忠　儀（70）ユキ子    　夫　　上野尻 

鈴　木　ミヨノ（86）儀　平　　母　　山　浦 

渡　部　正　男　　芝　　草 
武　藤　智　美　　八 重 窪 
 
上　野　博　章　　西　　林 
佐　藤　真　紀　　喜多方市 

星　　　華　月　　純一郎・麻衣子　９町内１ 

柳　沼　ひとみ　　和彦・敏江　　　芝　草 

外　島　　　央　　拓・裕子　　　　下野尻 

か づき 

ひろ 

◆日時　８月 7日（木） 
　　　　　　27日（水） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

8月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

8月11日（月） 納期限 

9月 1日（月） 納期限 

○町 県 民 税 第 2 期 
○国民健康保険税第2期 
○介護保険料第3期 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，１３７人　　　－　９人 
　男　　　４，４４１人　　　－　７人 
　女　　　４，６９６人　　　－　２人 
世　帯　　２，９９５世帯　　－　２世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

 

 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

 

 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

 

 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

金　山　町 

会津若松市 

 

喜 多 方 市  

会津若松市 

 

山　都　町 

会津若松市 

 

会津坂下町 

会津若松市 

栗　城　歯　科 

加　藤　歯　科 

 

あきら歯科 

加羽沢歯科 

 

二　瓶　歯　科 

神　尾　歯　科 

 

佐　藤　歯　科 

神　田　歯　科 

（０２４１）５４－２１４６ 

（０２４２）２４－０５５０ 

 

（０２４１）２４－５０９７ 

（０２４２）２６－０４１８ 

 

（０２４１）３８－２０５８ 

（０２４２）２４－９２７３ 

 

（０２４２）８３－２３４８ 

（０２４２）２４－１１８２ 

２４－５０２１ 

２２－５９００ 

３７－７８５１ 

２７－０９５１ 

２７－０７０７ 

 

２２－０２６７ 

２２－５３２１ 

２２－０２６４ 

２６－７８１５ 

３２－３３３０ 

２４－６５１１ 

 

２２－２１８１ 

２３－３６１１ 

２２－２７９０ 

２６－３５１５ 

２７－０８５８ 

 

２２－０４１４ 

２４－５８００ 

３２－０２０２ 

２４－０５０６ 

３３－０７００ 

8月10日 

17日 

24日 

31日 

8月10日 

17日 

24日 

31日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

有　　隣　　病　　院 

い　と　う　眼　科 

なるせとみこレディースクリニック 

浜 崎 小 児 科 医 院 

前　田　眼　科　医　院 

 

入　　澤　　病　　院 

佐　　原　　病　　院 

猪　　俣　　医　　院 

黒河内内科小児科神経科医院 

いいづかファミリークリニック 

蛯 谷整形外科医院 

 

県 立 喜 多 方 病 院 

き た か た 診 療 所 

高　　沢　　医　　院 

佐　　藤　　病　　院 

石　田　眼　科　医　院 

 

小　　野　　病　　院 

君 島 ク リ ニ ッ ク 

信循環器科内科クリニック 

わたなべクリニック 

えんどうクリニック 

 
 
 
 
　
　
原
稿
の
締
め
切
り
を
 

 
 
 
 
 
大
幅
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、
 

 
 
 
 
 
何
と
か
今
月
号
の
広
報
 

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
い
 

ろ
ん
な
方
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
 

と
痛
感
し
て
い
ま
す
▼
み
な
さ
ん
の
 

協
力
と
言
え
ば
「
い
い
で
の
集
い
」
 

に
無
事
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
 

た
。
一
緒
に
登
山
さ
れ
た
方
、
本
当
 

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

お
詫
び
と
訂
正
 

　
７
月
号
３
頁
、
人
権
擁
護
委
 

員
の
推
薦
の
中
で
誤
り
が
あ
り
 

ま
し
た
。
 

（
誤
）
伊
藤
孝
男
氏
 

（
正
）
伊
藤
岩
雄
氏
 

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
 

す
。
 


